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議会事務局  TEL０４７０－５５－４８０４ 

〒299-2192千葉県安房郡鋸南町下佐久間３４５８ 

議会の傍聴はどなたでもできます。 

次の定例議会は６月です。 

傍聴手続きは、当日議場受付で住所・氏名・年齢を

書くだけです。日程は、防災行政無線や町のホーム

ページ（６月上旬）でお知らせします。 

                           

                           

                           

 
 

                          

                         

平成３０年４月２０日 

 

発行／鋸南町議会   編集／議会広報特別委員会 

第１２５号 

議員発議案・条例改正・・・・・・２ 

一般質問 ４議員が町政を問う・・５ 

予算審査特別委員会・・・・・・１０ 

町民の声 ・・・・・・・・・・１２ 

だいじょうぶだよ！ 
 

 小学校に行っても 

  みんな一緒だよ！ 



－２－ 

 

                              

             

 

◎
議
会
の
議
員
の
報
酬
年
額

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正 

 

町
財
政
は
税
収
入
や
地
方
交

付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率

（
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
費

の
割
合
）
は
、
年
々
改
善
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
財
政
力
指
数
は

依
然
と
し
て
、
厳
し
い
水
準
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
議
員
報
酬
の
５
％
削
減
を
１

年
延
長
す
る
も
の
。 

 

 

     

     

◎
地
域
高
規
格
道
路
「
館
山
・

鴨
川
道
路
」
の
早
期
実
現
を
求
め

る
意
見
書 

 

安
房
地
域
、
特
に
外
房
地
域
に

お
い
て
は
、
茂
原
～
館
山
間
を
結

ぶ
地
域
高
規
格
道
路
計
画
は
あ

る
も
の
の
、
事
業
化
が
見
送
ら
れ

て
い
る
。 

国
道
127
号
富
津
館
山
道
路
と

未
接
続
と
な
っ
て
い
る
現
状
は
、

袋
小
路
か
ら
の
脱
却
を
阻
害
す

る
も
の
で
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お

い
て
は
、
慢
性
的
な
渋
滞
を
招
い

て
い
る
。
地
域
間
交
通
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
道
路
予
算
確
保

な
ど
国
・
県
へ
要
望
す
る
も
の
。 

 

           

 

  

町
３
役
・管
理
職 

給
料
削
減
を
継
続 

  

課
長
及
び
室
長
な
ど
管
理
職

職
員
の
給
料
を
引
き
続
き
１
％

削
減
。 

 

ま
た
、
町
長
の
給
料
を
30
％
、

副
町
長
・
教
育
長
の
給
料
20
％

も
引
き
続
き
削
減
さ
れ
る
。 

 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス 

 
 
 

佐
久
間
小
学
校 

 
 
 
 
 
 

３
月
末
に
完
成 

  
旧
佐
久
間
小
学
校
の
特
別
教

室
棟
跡
地
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

          

場
と
し
て
整
備
す
る
施
設
の
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定
で
、
施

設
は
、
町
民
の
交
流
及
び
都
市
と

農
村
の
交
流
を
促
進
し
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
整
備
、
利
用
さ
れ

る
。 

      

＜利用料金＞ 

小学生以上1人３時間につき 

３００円  

バーベキュー用具一式 

    レンタル料２，０００円 

   

～さらなる教育行政の充実を願い～ 

議員発議で議員報酬削減を継続 

〈県内５４市町村で鋸南町議会のみ実施〉 

 
  

３
月
定
例
議
会
を
３
月
６
日
か
ら
16
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。
町
長
提
出
議
案
は
、
条
例
関
係
10

件
、
契
約
関
係
２
件
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
６
件
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
６
件
。
ま
た
最
終
日
に
追
加
議
案

と
し
て
、
契
約
に
関
す
る
追
認
２
件
が
追
加
さ
れ
合
計
26
件
を
審
議
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
案
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
報
酬
年
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
地
域
高
規
格
道
路
「
館
山
・
鴨
川
道
路
」
の
早
期
実
現

を
求
め
る
意
見
書
の
２
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
28
議
案
全
て
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。 

一
般
質
問
は
、
鈴
木
・
三
国
・
渡
邉
・
笹
生(

正)

の
４
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。 

 議
員
発
議
案  

 

 

主
な
条
例
改
正 

 



－３－ 

                              

        

現
在
、
町
は
子
ど
も
の
医
療
費

に
対
す
る
保
護
者
へ
の
助
成
を
、

入
院
に
係
る
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
間
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
助

成
し
て
い
る
。
一
方
、
通
院
に
あ

た
っ
て
は
、
小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
間
、
所
得

制
限
を
設
け
て
い
た
。 

条
例
改
正
に
よ
り
、
通
院
に
関

し
て
も
所
得
制
限
を
廃
止
す
る

こ
と
で
、
通
院
の
医
療
費
に
係
る

助
成
を
拡
大
す
る
も
の
。 

          

      

水
道
水
源
保
護
条
例
に 

 
 
 

罰
則
を
強
化 

 

町
営
水
道
の
水
源
の
枯
渇
や

水
質
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
水
道
水
源
保
護
条
例
が

制
定
さ
れ
た
。 

町
の
勧
告
・
命
令
に
従
わ
な
い

事
業
者
に
対
し
、
氏
名
な
ど
を
公

表
す
る
も
の
で
、
昨
年
10
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
。 

今
回
の
主
な
改
正
内
容
は
、
罰

則
規
定
を
追
加
し
た
こ
と
で
、
町

の
中
止
命
令
に
従
わ
な
い
事
業

社
に
対
し
て
、
１
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
。 

 

一
定
期
間
、
周
知
を
図
る
目
的

で
、
施
行
期
日
は
、
平
成
30
年

６
月
１
日
と
し
た
。 

  

  

 

消
防
団
体
制
確
保
の
た
め 

 
 

年
齢
要
件
改
め
ら
れ
る 

  

人
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
消
防
団
員
に
つ
い
て
、
団
長

は
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
町
長
の
承
認
を
得
て
、
年
齢

満
55
歳
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
団
員
と
し
て
経
験
の
あ
る

も
の
を
、
そ
の
他
の
団
員
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。 

                

                            

通
院
の
医
療
費
に
係
る 

保
護
者
へ
の
助
成
を
拡
大 

 
 

 

○ 

鋸
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正 

○ 

鋸
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

○ 

鋸
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正 

そ
の
他
の
改
正 

動産売買契約の締結について （２件） 

 

<循環バス２台更新> 契約金額 2,447 万 2,800 円 

 

＜スクールバス１台更新＞ 契約金額 1,462 万 3,200 円 

 

 



－４－ 

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
額
を
３
８
９
万
７
千
円

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
43

億
４
，
５
２
８
万
２
千
円
と
し
、

原
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。 最

終
の
補
正
予
算
で
あ
り
、

各
費
目
に
わ
た
り
過
不
足
を
補

正
し
た
他
、
歳
出
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
10
月
か
ら
の

委
嘱
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
委

託
料
等
３
１
１
万
６
千
円
を
減

額
。
豊
か
な
町
づ
く
り
寄
付
金

は
決
算
を
見
込
ん
で
１
７
７
万

３
千
円
を
増
額
。
町
債
は
、
旧

佐
久
間
小
学
校
整
備
事
業
費
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

費
や
補
助
金
等
の
確
定
に
伴
い

１
，
０
８
０
万
円
を
減
額
し
た
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
を
４
，

８
５
８
万
９
千
円
増
額
し
た
こ

と
か
ら
、
決
算
額
は
12
億
７
９

２
万
５
千
円
と
な
る
予
定
。 

  

◎
一
般
会
計

問

自
主
防
災
組
織
等
補
助
金

実
績
が
今
年
度
１
団
体
で
、
２

４
０
万
円
の
減
額
補
正
を
し
て

い
る
。
現
在
、
何
団
体
組
織
さ

れ
、
補
助
金
の
制
度
は
い
つ
ま

で
あ
る
の
か
。 

答

今
年
度
１
団
体
が
組
織
化

さ
れ
合
計
８
団
体
と
な
り
ま
し

た
。
県
の
補
助
金
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
す
。 

問

基
本
的
に
は
立
ち
上
げ
る

の
が
目
的
で
は
な
く
、
自
主
防

災
組
織
が
各
区
で
活
動
す
る
こ

と
が
大
切
。
行
政
と
し
て
強
制

で
は
な
い
が
雰
囲
気
づ
く
り
を

望
む
。 

  

答

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

つ
い
て
、
組
織
の
立
ち
上
げ
を

年
度
始
め
の
行
政
委
員
会
で
お

願
い
を
す
る
予
定
で
す
。 

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

問

居
宅
介
護
・
地
域
密
着
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
合
わ

せ
て
８
０
０
万
円
強
の
増
額
補

正
を
し
て
い
る
。
在
宅
介
護
は
、

家
族
も
大
変
な
苦
労
を
伴
う
、

そ
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。 

答

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
要

介
護
１
～
５
の
方
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス
等
で
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
認
知
症
の
方
等
の

利
用
で
す
。
家
庭
の
中
で
介
護

が
で
き
な
い
結
果
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
方
の
増
加
が
要

因
と
考
え
て
い
ま
す
。 

         

補
正
予
算
の 

主
な
質
疑 

平成29年度 

最終 

補正予算 

一
般
会
計
補
正
後
の
総
額 

43
億
４
，
５
２
８
万
２
千
円 

各会計における補正の状況 

会 計 名 補 正 額 補正後の総額 

国 保 会 計 △６，２１７万８千円 １４億６，６９１万３千円 

後 期 会 計 △３４０万円 １億２，２４５万５千円 

介 護 会 計 ８７５万７千円 １３億１，３３２万７千円 

病 院 会 計 ２０７万９千円 ８，９９８万１千円 

水 道 会 計 １０９万円 ４億７，３３８万６千円 

※病院・水道会計については、収益的支出の額

自主防災組織での活動状況（両向地区） 



－５－ 

三国 幸次 議員 

・働き方改革について 

 

町のホームページで

議会のライブ中継も

やっているよ 

                              

                             ４
議
員
が
町
政
を
問
う 

鈴木 辰也 議員 

  ・高齢者福祉について 

  ・観光施策について 

渡邉  議員 

・旧佐久間小エリアの 

    将来構想について 

笹生 正己 議員 

・道の駅の現状と今後について 

・持ち主不明の土地・里山について 

 

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長

に対し質問や提案を行うものです。 

紙面の都合上概要を掲載しています。 
 



－６－ 

                              

質
問 

町
の
施
策
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
、
緊
急
通
報
装
置
の
設

置
に
つ
い
て
、
今
現
在
、
町
で
は

３
社
の
事
業
者
と
提
携
し
こ
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
ど
の
様

な
事
業
か
。 

答
弁 

当
町
で
は
、
平
成
25
年

５
月
１
日
か
ら
、
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常

生
活
上
の
不
安
解
消
や
急
病
等

の
緊
急
時
に
、
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
を
図
り
、
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
の
世
帯
、
重
度
身
体
障
害
者
の

み
の
世
帯
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
世
帯
を
対
象
に
、
緊
急
通
報
装

置
を
設
置
し
ま
す
が
、
町
が
３
事

業
者
に
委
託
を
し
、
そ
の
設
置
費

用
全
額
を
町
が
負
担
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
設
置
後
の
緊
急
通
報

装
置
の
保
守
及
び
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
に
負
担
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。 

質
問 

町
が
緊
急
通
報
装
置
設

置
の
申
請
者
に
対
し
て
説
明
時

に
使
う
資
料
「
鋸
南
町
の
暮
ら
し

の
便
利
帳
」
に
は
、
３
社
と
も
月

額
表
示
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

１
社
に
つ
い
て
は
、
契
約
が
年
契

約
で
中
途
解
約
を
し
た
場
合
で

も
一
年
分
の
料
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
月
額
表
示
さ

れ
て
い
る
の
は
正
し
い
表
示
で

は
な
い
と
思
う
が
。 

答
弁 

警
備
会
社
方
式
に
つ
い

て
は
、
中
途
解
約
で
き
な
い
年
契

約
と
な
る
の
で
、
記
載
箇
所
の
訂

正
を
行
う
と
と
も
に
周
知
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。 

質
問 

今
後
、
月
契
約
が
出
来
る

の
か
ど
う
か
、
業
者
と
協
議
し
て

ほ
し
い
。
町
長
は
常
々
、
役
場
は

役
に
立
つ
場
所
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
言
っ
て
き
た
。
も
う
少

し
利
用
者
の
立
場
に
寄
り
添
っ

て
施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。 

答
弁 

事
業
者
に
中
途
解
約
が

出
来
る
よ
う
に
要
望
し
ま
す
。 

質
問 

外
国
人
が
次
に
目
指
す

「
デ
ィ
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン
」
15
選

の
記
事
に
て
鋸
山
が
紹
介
さ
れ
、

和
歌
山
県
高
野
町
「
高
野
山
奥
の

院
」
に
次
い
で
、
鋸
山
が
第
２
位

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
海
外
か
ら
の
来
訪
者
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
登
山
客
を
い
か

に
鋸
南
町
へ
誘
導
し
た
ら
い
い

の
か
、
今
後
は
ど
の
様
な
施
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。 

答
弁 

新
し
い
試
み
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
、
例
え
ば
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
上
に
施
設
情
報
を

登
録
し
、
利
用
者
が
ス
マ
ホ
を
利

用
し
て
回
遊
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
な
ど
、
回
遊
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 

問 

「
緊
急
通
報
装
置
設
置
」
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
説
明
を 

 

答 

正
確
な
情
報
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す 

鈴木 辰也 議員 

 



－７－ 

７時間45分の勤務時間は守られてはいるが・・・ 

                              

        

質
問 

日
本
で
過
労
死
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
40
年
も
経

過
す
る
が
、
悲
劇
は
繰
り
返
さ

れ
、
悪
化
し
続
け
て
い
る
。
長

時
間
労
働
は
、
働
く
人
の
身
体

と
心
の
健
康
を
傷
つ
け
る
と
と

も
に
、
家
族
や
子
育
て
、
地
域

社
会
な
ど
日
本
社
会
の
健
全
な

発
展
に
も
大
き
な
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
。
最
近
で
は
、
医
師
や

教
師
の
長
時
間
労
働
な
ど
が
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て 

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
役
場

職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
現

状
と
業
務
改
善
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。 

答
弁 

時
間
外
勤
務
の
状
況
で

す
が
、
平
成
28
年
度
は
、
本
庁
・

出
先
機
関
等
を
合
わ
せ
た
全
体

で
、
災
害
対
応
を
除
き
年
間
３
，

３
８
４
時
間
、
月
平
均
２
８
２ 

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
人 

        

あ
た
り
、
月
平
均
５
時
間
と
な

り
ま
す
。
一
方
で
時
間
外
勤
務

が
際
立
っ
て
多
い
職
員
が
、
あ

る
程
度
存
在
し
て
い
る
こ
と
も

把
握
し
て
い
ま
す
。
改
善
策
と

し
て
は
、
以
前
よ
り
毎
週
水
曜

日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
位
置
付

け
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
度
、
さ
ら
に
意
識
を
高
め
徹

底
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
、
管

理
職
員
に
よ
る
声
か
け
を
実
施

し
早
期
退
庁
を
促
す
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。 

質
問 

時
間
外
勤
務
が
際
立
っ

て
多
い
職
員
が
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
も
う
少
し
詳
し
い
、
具

体
的
な
状
況
は
ど
う
か
。 

答
弁 

平
成
28
年
度
の
状
況
で

す
が
、
消
防
防
災
担
当
で
月
平

均
10
時
間
、
企
画
の
担
当
で
月

平
均
14
時
間
、
商
工
観
光
担
当 

で
月
平
均
14
時
間
、
有
害
鳥
獣 

        

担
当
で
月
平
均
７
時
間
、
土
木

災
害
担
当
で
月
平
均
７
時
間
、

水
道
工
務
係
で
月
平
均
３
時
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
般
的
に

各
課
で
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

年
度
当
初
、
ま
た
年
度
末
に
は
、

補
助
金
の
申
請
・
実
績
報
告
、

ま
た
当
初
予
算
編
成
等
の
時
期

に
は
残
業
で
の
対
応
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
も
あ
り
、
時
間

外
労
働
が
増
加
し
ま
す
。
他
に

は
、
税
務
住
民
課
の
税
務
収
納

室
に
お
け
る
確
定
申
告
時
期
、

地
域
振
興
課
の
夏
の
海
水
浴
場

開
設
シ
ー
ズ
ン
、
ま
た
冬
か
ら

春
に
か
け
て
の
花
観
光
の
シ
ー

ズ
ン
、
こ
う
い
っ
た
時
に
は
、

ど
う
し
て
も
時
間
外
勤
務
が
増

え
て
い
る
と
い
う
状
況
は
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
突
発
的
な
部
分

も
含
め
、
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
は
、
昨
年
10
月
に
あ
り
ま
し 

        

た
衆
議
院
議
員
の
解
散
総
選
挙
。

ま
た
同
時
期
に
大
型
台
風
の
襲

来
に
よ
る
災
害
の
発
生
、
な
ど

で
の
時
間
外
勤
務
も
あ
り
ま
す
。 

要
望 

職
員
の
健
康
や
家
族
、

町
の
た
め
に
も
前
向
き
な
取
り

組
み
を
全
て
の
部
署
で
行
っ
て

欲
し
い
。 

          

 

問 

役
場
職
員
の
働
き
方
改
革
の
現
状
は 

 

答 

毎
週
水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー 

三国 幸次 議員 
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質
問 

旧
佐
久
間
小
の
将
来
計

画
に
つ
い
て
２
回
程
要
望
し
て

き
た
が
、
未
だ
将
来
計
画
が
示

さ
れ
な
い
ま
ま
、
特
別
教
室
棟

跡
地
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

や
隣
接
す
る
老
人
セ
ン
タ
ー
で

は
家
族
風
呂
の
建
設
が
進
ん
で

い
る
。
本
来
、
将
来
計
画
を
し

っ
か
り
定
め
計
画
的
に
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
あ
る
と
思
う
。
旧

佐
久
間
小
エ
リ
ア
の
全
体
計
画

を
早
急
に
策
定
す
べ
き
と
思
う

が
、
先
ず
近
年
、
地
震
や
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
が
多
い
中
、

広
域
避
難
場
所
で
あ
る
体
育
館

の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
弁 

こ
の
建
物
は
耐
震
補
強

が
必
要
な
た
め
、
30
年
度
で
は

避
難
所
及
び
多
目
的
施
設
と
し

て
財
源
の
検
討
と
併
せ
て
方
向

性
を
検
討
し
て
行
き
ま
す
。 

質
問 

体
育
館
は
避
難
所
及
び

多
目
的
施
設
と
し
て
方
向
性
を

検
討
す
る
と
の
事
だ
が
、
管
理

棟
・
教
室
棟
は
屋
根
の
補
修
の

み
で
、
プ
ー
ル
も
含
め
、
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。 

答
弁 

こ
の
施
設
は
自
衛
隊
以

外
の
活
用
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
プ
ー
ル
も
含
め
、
地
域

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
り

時
間
を
か
け
検
討
し
ま
す
。 

質
問 
最
終
的
に
、
佐
久
間
小

エ
リ
ア
の
計
画
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
、
こ
れ
が
一
番
重
要

な
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

先
程
の
答
弁
で
、「
笑
楽
の
湯

も
含
め
た
エ
リ
ア
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
先
ず
お
聞
き
し

た
い
佐
久
間
ダ
ム
は
無
論
、
旧

佐
久
間
小
も
笑
楽
の
湯
も
佐
久

間
地
区
の
拠
点
だ
と
思
う
が
い

か
が
か
。 

答
弁 

町
に
と
っ
て
活
性
化
の

拠
点
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

質
問 

だ
と
す
れ
ば
早
急
に
旧

佐
久
間
小
エ
リ
ア
の
全
体
計
画

を
地
域
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
専

門
家
を
交
え
実
施
す
べ
き
だ
と

思
う
。
計
画
が
出
来
て
い
れ
ば
、

財
政
の
厳
し
い
当
町
に
と
っ
て

は
、
有
利
な
補
助
事
業
等
、
効

率
的
・
効
果
的
に
活
用
出
来
る

と
思
う
。
早
急
な
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。 

答
弁 

31
年
度
で
実
施
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

質
問 

こ
の
計
画
は
数
年
前
か

ら
要
望
し
て
来
た
。
過
疎
計
画

で
も
30
年
度
１
５
０
万
円
、
旧

佐
久
間
小
活
用
計
画
策
定
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

様
々
な
計
画
策
定
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
何
を
差
し
置
い
て

も
旧
佐
久
間
小
エ
リ
ア
の
計
画

策
定
が
核
を
作
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
佐
久
間
地
区
の
活
性
化

の
一
番
有
効
な
手
段
だ
と
思
う
。

再
度
30
年
度
の
計
画
策
定
に
つ

い
て
い
か
が
か
。 

答
弁 

重
く
受
け
止
め
検
討
し

ま
す
。 

 

 

問 

旧
佐
久
間
小
エ
リ
ア
の
将
来
構
想
を
明
確
に 

 

答 

重
く
受
け
止
め
検
討
し
ま
す
。 

渡邉  議員 

 

旧佐久間小学校上空から 



－９－ 

指摘のあった看板 

                              

質
問 

鋸
南
町
に
は
、
二
つ
の

道
の
駅
が
あ
る
。
町
長
が
「
同

じ
こ
と
を
継
続
し
て
い
て
は
、

長
く
続
か
な
い
。」
と
言
っ
て
い

た
が
、
現
状
と
、
今
後
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。 

答
弁 

「
保
田
小
学
校
」
は
、

廃
校
を
活
用
し
た
道
の
駅
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
等
で
紹
介
さ
れ
順

調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
宿
泊
の

稼
働
率
を
あ
げ
る
た
め
、
体
験

を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
の
開
発

を
検
討
中
で
す
。 

 

ま
た
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、

周
辺
農
地
の
活
用
等
を
関
係
者

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。 

質
問 

「
保
田
小
」
は
車
が
多

い
。
曜
日
に
よ
り
お
客
の
集
中

す
る
傾
向
は
変
わ
ら
ず
駐
車
場

が
狭
い
と
感
じ
る
。
一
部
２
階

建
て
に
と
の
意
見
も
あ
る
が
。 

答
弁 

迷
惑
を
か
け
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
２
階
建
て
の
駐
車

場
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

質
問 

道
の
駅
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
、
誤
っ
た
記
載
が
い
く

つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。
観
光
客

は
迷
惑
し
て
い
る
と
思
う
が
。 

答
弁 

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
分
り
や
す
い

情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 

質
問 
今
年
度
建
て
た
看
板
の

外
国
語
表
記
に
間
違
い
が
あ
る

と
、
町
民
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
直
す
の
に
は
負
担
が
発
生

す
る
が
誰
が
負
担
す
る
の
か
。 

答
弁 

全
部
で
６
枚
あ
り
、
町

が
原
稿
を
作
成
し
、
業
者
に
指

示
を
し
た
の
で
、
修
繕
に
つ
い

て
も
町
の
予
算
で
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。 

質
問 

全
国
で
は
所
有
者
が
解

ら
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
土
地
の
総
面
積
が
九
州
よ

り
広
い
４
１
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
達
す
る
と
公
表
さ
れ
た
。
町

内
に
も
こ
の
よ
う
な
土
地
は
存

在
し
、
森
林
の
荒
廃
や
土
地
取

り
引
き
の
停
滞
な
ど
、
弊
害
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近

く
の
山
で
さ
え
荒
廃
し
て
い
る

現
状
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。 

答
弁 

こ
の
よ
う
な
土
地
は
、

日
本
各
地
で
災
害
復
旧
・
地
籍

調
査
・
区
画
整
理
と
い
っ
た

様
々
な
公
共
事
業
の
コ
ス
ト
増

や
処
理
時
間
の
延
長
な
ど
、
ま

た
、
民
間
で
も
管
理
上
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
問
題

は
時
の
経
過
に
従
い
拡
大
し
、

将
来
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
り

ま
す
。
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

な
く
、
気
付
い
た
ら
す
で
に
対

応
が
困
難
に
な
る
と
い
う
性
格

を
有
し
て
い
る
課
題
と
、
認
識

し
て
い
ま
す
。 

意
見 

近
い
将
来
、
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
皆
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

 

問 

正
確
な
観
光
情
報
の
提
供
を 

 

答 

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。 

笹生 正己 議員 
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一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑 

  
 
 

議
会
事
務
局
関
係 

 

要
望 

他
の
市
町
村
議
会
で
は

議
会
の
生
中
継
に
加
え
て
、
録
画

で
も
審
議
の
様
子
を
視
聴
で
き

る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

当
議
会
に
お
い
て
も
新
た
な
財

政
負
担
が
発
生
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
録
画
視
聴
の
導
入
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。 

    

               
 
 

総
務
企
画
課
関
係 

 

問 

過
去
何
年
間
に
も
わ
た
り 

行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
た
が
、

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、
行
財
政
改
革
を
更
に
推
進

す
る
た
め
に
継
続
的
、
あ
る
い
は

新
規
に
実
施
さ
れ
る
施
策
、
ま
た

見
直
し
廃
止
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
か
。 

答 

光
熱
水
費
等
の
需
用
費
関

係
を
要
求
に
対
し
て
８
千
万
円

の
削
減
、
特
別
職
・
管
理
職
の
給

与
な
ど
で
６
３
８
万
１
千
円
な

ど
。
ま
た
数
値
に
は
表
れ
ま
せ
ん

が
、
道
路
橋
梁
補
修
工
事
・ 

           

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
と
共
に
、
中
学
校

体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

に
よ
り
、
将
来
的
な
光
熱
水
費
の

削
減
を
図
り
ま
し
た
。 

要
望 

町
民
に
も
改
革
内
容
を

分
か
り
易
く
情
報
提
供
し
て
欲

し
い
。 

          

問 

町
総
合
計
画
で
は
、
自
主
防

災
組
織
の
カ
バ
ー
率
を
80
％
に

目
標
設
定
し
て
い
る
が
、
現
在
の

カ
バ
ー
率
は
。
ま
た
組
織
の
立
ち

上
げ
の
た
め
に
町
が
行
っ
て
い

る
施
策
は
。 

答 

県
内
平
均
カ
バ
ー
率
は
28

年
４
月
１
日
時
点
で
60
・
２
％

で
す
が
、
現
在
、町
で
は
８
団
体
、

52
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
行
政
委
員
会
等
を
通
じ

て
、
依
頼
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
既
存
の
組
織
と
関
わ
り
な

が
ら
、
更
に
組
織
化
が
進
む
よ
う

に
努
め
ま
す
。 

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
各
種
団
体

の
会
合
な
ど
で
紹
介
す
る
考
え

は
。 

答 

住
民
に
は
４
月
か
ら
町
報

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に
よ
り
活
動

内
容
等
を
掲
載
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
新
聞
等
で
報

道
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
情

報
提
供
に
努
め
ま
す
。 

    

 特 別 委 員 会 
調和のとれた政策と町民力で 

よりよい環境・心豊かな町 

 

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
笹
生
正
己
委 

員
長
）
を
設
置
し
、
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
の
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

 

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
は
37
億
３
，
３
６
２
万
２
千
円
で
前
年
度
比
８
・
２
％
、
３
億 

３
，
４
３
０
万
９
千
円
の
減
と
な
っ
た
。 

 

新
年
度
で
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
、
空
き
家
等
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
支
援
業
務
委
託
３
０
０
万

円
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
１
，
５
９
２
万
６
千
円
、
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
委
託
事
業
１
，
０
６
９

万
５
千
円
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
３
０
０
万
円
、
道
路
長
寿
命
化
修
繕
事
業
７
，
３
０
０
万
円
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
８
，
５
７
７
万
７
千
円
、
第
２
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
２
，

１
６
８
万
４
千
円
、
鋸
南
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
更
新
事
業
１
，
４
８
０
万
４
千
円
な
ど
。 

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
か
し
て 

 

ＬＥＤ化を待つ鋸南中体育館 



－１１－ 

鱚ケ浦の松 

放課後子ども教室 

                              

問 

循
環
バ
ス
の
時
刻
改
正
が

12
月
に
行
わ
れ
た
が
利
用
者
増

に
つ
な
が
っ
た
か
。 

答 

JR
の
発
着
時
刻
に
併
せ
て

改
正
し
た
も
の
で
、
今
後
も
県
の

公
共
交
通
関
連
事
業
と
併
せ
て
、

多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

要
望 

現
在
１
日
５
便
の
運
行

で
あ
る
の
で
、
増
便
の
検
討
を
願

う
。 

                   

 
 
 

保
健
福
祉
課
関
係 

 

問 

介
護
施
設
な
ど
に
お
け
る

職
員
の
人
員
不
足
を
補
う
た
め

の
人
材
確
保
に
資
す
る
予
算
は

あ
る
の
か
。 

答 

介
護
職
員
資
格
取
得
費
助

成
金
と
し
て
、
初
任
者
研
修
５
名

分
、
介
護
福
祉
士
取
得
研
修
５
名

分
、
計
10
名
分
の
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。 

  
 
 

地
域
振
興
課
関
係 

 

問 

新
規
就
農
者
支
援
事
業
補

助
金
が
、
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。 

答 

３
名
分
の
研
修
費
15
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。 

要
望 
新
規
就
農
者
に
は
、
財
政

支
援
以
外
の
面
で
も
要
望
が
あ

る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
意
見
を

十
分
聞
い
た
上
で
、
予
算
に
反
映

し
て
欲
し
い
。 

問 

鱚
ヶ
浦
の
松
の
根
元
の
土

が
波
に
洗
わ
れ
て
、
枯
れ
る
懸
念

が
あ
る
が
、
こ
の
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。 

答 

松
は
国
有
地
に
あ
り
ま
す

が
、
国
で
は
特
に
対
策
を
考
え
て

い
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
保
護

の
た
め
県
農
林
関
係
部
局
と
も

相
談
の
上
、
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 

要
望 

是
非
と
も
保
護
し
て
も

ら
い
た
い
。 

           
 
 

建
設
水
道
課
関
係 

 

問 

平
成
29
年
度
、
２
，
５
０
０

万
円
計
上
さ
れ
た
道
路
維
持
補

修
工
事
費
は
、
行
政
区
か
ら
の
道

路
や
排
水
補
修
要
望
が
多
い
中

１
，
５
０
０
万
円
に
減
額
さ
れ
た

理
由
は
。 

答 

平
成
29
年
度
は
、
２
カ
所

の
排
水
工
事
と
道
路
補
修
工
事

１
カ
所
を
予
定
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
特
に
１
千
万
円
を
上
乗
せ

し
ま
し
た
。
区
か
ら
多
く
の 

要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
性
や

用
地
問
題
等
の
精
査
を
行
い
順

次
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

要
望 

高
齢
化
が
進
み
要
望
も

多
い
の
で
、
で
き
れ
ば
工
事
請
負

費
を
増
や
し
て
、
生
活
道
路
の
整

備
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

  
 
 

教
育
課
関
係 

 

問 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

報
償
費
が
増
と
な
っ
た
理
由
と

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
利
用
状

況
は
。 

答 

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
増
額
し
ま
し

た
。
利
用
状
況
は
週
１
回
を
目
安

に
、
木
・
土
曜
日
に
23
回
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
平
日
約
80

名
程
度
、
土
曜
日
は
20
名
程
で
、

延
べ
１
，
３
０
０
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

        

一般会計 37 億 3,362 万 2千円 

国民健康保険特別会計 11 億 9,490 万 3千円 

後期高齢者医療特別会計 1 億 3,252 万 9千円 

介護保健特別会計 12 億 2,784 万 7千円 

予 算 審 査 
一般会計対前年度比８．２％減額 

当初予算 ３７億３３６２万２千円 

〈平成３０年度普通会計当初予算〉 
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２月20日 議員全員協議会 

     議員総会 

２月26日 議会運営委員会 

３月６日～16日 

     第１回議会定例会 

３月８日 議員全員協議会 

     産業常任委員会協議会 

３月９日 予算審査特別委員会 

３月16日 議員全員協議会 

３月26日 議会広報特別委員会 

花澤 華
か

衣
え

さん 

                              

                            

「町民の声」募集！ 

皆様のご意見を募集しま

す。 

顔写真・お名前・ご意見を

議会だよりに掲載します！ 

議会事務局まで連絡をお願

いします。 

☎0470-55-4804 

 

 

 私、寒いのがダメなんです。職探しするなら暖かい所‼

沖縄は遠いし、両親の実家から近くとなると、千葉の南の

方。で、鋸南の地域おこし協力隊に応募しました。電車で

来る途中、君津を過ぎると、空の色がとにかく濃くて澄ん

でいて、東京とは全然違うんで、住みたいなあって即決。 

 移住定住促進を任されているので、町外向けには町の認

知度を上げるためのPR。町内へは移住者の受け皿の創出。

ヨガインストラクターの経験も役立てられれば.…… 

 子育て世代でもあるので、おもちゃ病院、子供服交換会

なんかはどうかなと考えています。今年１月に中央公民館

に子育て広場ができたので、常設の子供服交換コーナーの

開設めざし奮闘中です。町外から来たお嫁さんだって元々

は移住者みたいなものでしょ‼コミュニティの輪を広げた

い。お母さんやプレママのため、１日も早く実現で

きるよう、ご支援をお願いします。 

 

栃木県高根沢町生まれ、足

利市育ち。１度就職後、21 

歳で単身インドへ。４年の

修行でヨガを習得。カナダ

での結婚を機に帰国し出

産。新たな挑戦を求め、昨年

10 月に２歳の息子と鋸南町

に移住。仕事の都合で夫と

は暫時、遠距離夫婦中。 

 

 議
会
の
日
誌 

 

 

平
成
30
年
第
１
回
定
例
議
会
が
３
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。
議
会
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り
周
知
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
傍
聴
さ
れ
る
方
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

 

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
活
動
を
町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
頂

く
唯
一
の
紙
面
で
す
。
広
報
委
員
会
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
皆

様
に
読
ん
で
頂
き
た
く
、
町
民
目
線
に
よ
る
表
紙
の
工
夫
や
、
議

会
だ
よ
り
を
翌
月
発
行
と
す
る
他
、
前
回
か
ら
は
町
民
の
声
の

協
力
を
頂
き
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
新
年
度
の
議
会
だ

よ
り
か
ら
、
新
た
に
頁
を
増
や
し
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
１
人

当
た
り
半
頁
を
１
頁
と
し
、
内
容
を
少
し
具
体
的
に
し
ま
し
た
。

議
会
は
町
民
の
代
弁
者
で
す
。
関
心
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 

小
さ
く
と
も
、
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
を
目
指
し
て
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡 

邉 

 
～
編
集
後
記
～ 
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